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(54)【発明の名称】 内視鏡用クリップ

(57)【要約】
【課題】  結紮用クリップの着脱が容易で、組織結紮後
のクリップの切離しも容易で、安全に結紮処置を行うこ
とができる内視鏡用クリップを提供する。
【解決手段】  クリップ装置に取付けるクリップユニッ
トが、一対の挟持部を持つクリップとクリップの開閉を
行うクリップ締付け用リングとから成り、クリップ後端
に前記フックと係合する係合孔を有し、係合孔の一部を
開口することにより、クリップの切離しを容易にすると
同時に、切離し後の残留物を発生をなくす。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡の鉗子孔を通じて生体腔内に挿入
可能な導入管と、この導入管内に進退自在に挿通された
操作管と、この操作管内に進退自在に挿通され先端部に
フックを備えた操作ワイヤとからなるクリップ装置に取
付けて生体組織を結紮するクリップユニットであって、
クリップユニットは一対の挟持部を持つクリップとクリ
ップの開閉を行うクリップ締付け用リングとから成り、
クリップ後端に前記フックと係合する係合孔を有し、係
合孔の一部が開口していることを特徴とする内視鏡用ク
リップ。
【請求項２】  クリップ締付け用リングが透明樹脂で形
成されている請求項１記載の内視鏡用クリップ。
【請求項３】  クリップ締付け用リングの先端部分のみ
が金属製である請求項１又は２記載の内視鏡用クリッ
プ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、経内視鏡的に体腔
内に挿入されて患部の結紮を行う内視鏡用クリップに関
する。
【０００２】
【従来の技術】従来から内視鏡を通じて出血部位の止血
や粘膜切除後の穿孔・出血予防、また病変部位のマーキ
ング用として、患部の結紮を行うクリップ装置が使用さ
れている。このようなクリップ装置として、例えば実開
平２－６０１１号公報が知られている。
【０００３】このクリップ装置は図３に示すように、ク
リップ装置本体５０とこのクリップ装置本体５０に着脱
自在に装着されるクリップユニット５１とから構成され
ている。更にこのクリップユニット５１はクリップ５２
と連結部材５３とクリップ締付用リング５４とから構成
されている。
【０００４】クリップ５２は金属製の薄い帯板材が中央
部分で曲げられ、その曲げ部分に基端部６０が形成され
ている。さらに、このクリップ５２の基端部６０より延
出する一対の腕部６１ａ、６１ｂの先端部にはそれぞれ
内側に約９０度の角度に屈曲されて生体組織の例えば結
紮部位を挟持して結紮する挟持部６２ａ、６２ｂが形成
されている。さらに、このクリップ５２にはこれらの挟
持部６２ａ，６２ｂを離間させる方向に腕部６１ａ，６
１ｂを拡開させる弾性が付与されている。
【０００５】また、このクリップユニット５１は、クリ
ップ５２の基端部６０を挟持するとともにクリップ５２
の腕部６１ａ，６１ｂを覆い得るクリップ締付用リング
５４と、先端に設けられた鉤６３をクリップ５２の基端
部６０に引掛けることによってクリップ５２の基端部６
０と着脱可能に係合する連結部材５３とを有している。
【０００６】一方、クリップ装置本体５０は、内視鏡の
鉗子孔内（図示せず）に挿通可能な可撓性のチューブか

2
らなる導入管７０と、この導入管内に進退自在に挿通さ
れ、先端に連結用リング７２を取付け固定したコイルシ
ース７１と、このコイルシース内に進退自在に挿通され
た操作ワイヤ７３とからなる。
【０００７】操作ワイヤ７３の先端にはフック７４が取
付けられている。フック７３の先端側には垂直にピン７
５が突設されており、連結部材５３の基端部に設けられ
た係合孔７６に着脱自在に係合できるようになってい
る。前記係合孔７６は長手方向に延びる長孔７６ａと、
この長孔７６ａの鉤６３方向端部に形成された大径孔７
６ｂとからなる。
【０００８】クリップユニット５１をクリップ装置本体
５０に取付けるには、図３（ａ）に示すように、クリッ
プユニット５１の連結部材５３の大径孔７６ｂにフック
７４のピン７５の頭部を嵌め込み、この状態でクリップ
ユニット５１を先端側に引く。すると、連結部材５３の
係合孔７６の長孔７６ａがフック７４のピン７５の首部
に嵌まり込む。この状態のまま、操作ワイヤ73を手元側
に引張ってフック７４を連結用リング７２内に引き込
み、クリップユニット５１側のクリップ締付け用リング
５４の基端側を連結用リング７２内に嵌め込み固定する
ものである。
【０００９】上記構成のクリップ装置を用いて生体組織
を把持する場合には、まず、導入管７０をコイルシース
７１に対して押し出し、クリップ５２を導入管７０内に
収納する。次いで、クリップ装置を内視鏡の鉗子孔を通
じて生体腔内に導入した後、コイルシース71を導入管７
０に対して押し出し、クリップ５２を導入管７０より外
へ突き出し、クリップ５２の腕部６１ａ，６１ｂを拡開
する。その後、操作ワイヤ73を図中右方向に引くことに
よりフック７４を手元側に引き、クリップ５２の基端部
６０をクリップ締付け用リング５４内に引き込む。これ
によって、クリップ５２の基端部６０が潰され、結果と
してクリップ５２の腕部６１ａ，６１ｂが最大に開く。
この状態でクリッピングを必要とする生体組織にクリッ
プ５２を押し付け、更に操作ワイヤ７３を手元側に引く
と、クリップ５２の腕部６１ａ，６１ｂがクリップ締付
け用リング５４内に引き込まれることにより、挟持部６
２ａ，６２ｂが生体組織を挟みつけるものである。その
後、更に操作ワイヤ７３を手元側に引くことにより、ク
リップ５２は生体組織に深く打ち込まれ、連結部材５３
の鉤６３が引き伸ばされて連結部材５３がクリップ５２
から外れ、結果としてクリップ５２とクリップ締付け用
リング５４とが体内に留置されるものである。
【００１０】ところで、上記構成のクリップ装置では連
結部材５３は操作ワイヤ73に係合されたままクリップ装
置本体５０に残ることになる。この連結部材５３は、次
のクリップユニット５１を装着するために操作ワイヤ７
３から取り外さなければならないが、連結部材５３の係
合孔７６の長孔７６ａが操作ワイヤ７３のフック７４の
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ピン７５の首部に嵌まり込み容易に外れなくなっている
ため、取り外しに手間取るといった問題がある。また、
連結部材５３の先端はクリップ基端部６０との係合を外
す際に延びきった状態に変形しており、容易に外れない
ために取り外す際に操作者を傷つける恐れもあった。こ
れとは逆に、取り外しが容易なように連結部材５３とフ
ック７４のピン７５との係合を緩めると、クリップユニ
ット５１をクリップ装置本体５０へ取付ける際、容易に
動くために取付けに手間取ったり、連結部材５３がクリ
ップ５２から外れた後の体内への脱落といった問題があ
った。また、特開昭６０－１０３９４６号公報のように
連結部材を用いないクリップ装置も知られているが、ク
リップと操作ワイヤが簡単に外れる構造のため、操作中
にクリップが脱落するといった問題があった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記事情に着
目して成されたものであり、その目的とするところは、
クリップが容易に脱落せず、尚且つクリップと操作ワイ
ヤとの切り離しが容易で、切り離しの際の変形を抑え
た、操作者、患者にとって安全なクリップ装置を提供す
ることにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】すなわち本発明は、
（１）内視鏡の鉗子孔を通じて生体腔内に挿入可能な導
入管と、この導入管内に進退自在に挿通された操作管
と、この操作管内に進退自在に挿通され先端部にフック
を備えた操作ワイヤとからなるクリップ装置に取付けて
生体組織を結紮するクリップユニットであって、クリッ
プユニットは一対の挟持部を持つクリップとクリップの
開閉を行うクリップ締付け用リングとから成り、クリッ
プ後端に前記フックと係合する係合孔を有し、係合孔の
一部が開口していることを特徴とする内視鏡用クリッ
プ、（２）クリップ締付け用リングが透明樹脂で形成さ
れている（１）記載の内視鏡用クリップ、（３）クリッ
プ締付け用リングの先端部分のみが金属製である（１）
又は（２）記載の内視鏡用クリップである。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面参照により本発明を詳
細に説明する。図１は本発明の一実施例を示すクリップ
ユニットである。図２は本発明のクリップユニットを装
着するためのクリップ装置の本体先端部である。本実施
例のクリップ装置は内視鏡の鉗子孔（図示せず）を通じ
て生体腔内に挿入可能な導入管２１を有している。導入
管はテフロン（Ｒ）などからなる滑り性の良い可撓性の
チューブによって形成されている。この導入管２１内に
は先端にステンレス製の短管２３を備えた可撓性の操作
管２２が進退自在に挿通されている。ステンレス製の短
管２３は後述するクリップ締付け用リング２が嵌入され
る。更に操作管２２内にはトルク伝達性のある操作ワイ
ヤ２４が進退自在に挿通されており、この操作ワイヤ２
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４の先端には後述するクリップ１の後端に着脱自在に係
止するピン２６が設けられたフック２５が取付けられて
いる。
【００１４】クリップ１はステンレス製の薄い帯板材を
ほぼ中央で折り曲げ、その折り曲げ部分を基端部３とし
て成る。この基端部３から延びた帯板材は互いに離間す
る方向に広がり、次いで交差させるようにし、あたかも
基端部３と交差部４間でループ５を形成するかのように
形作る。このループ５は後述するクリップ締付け用リン
グ２の内径よりも広い間隔となるように形成する。更に
交差部４から延びた帯板材は再び離間する方向に広が
り、最終的に先端縁部を互いに向き合うように折り曲げ
て挟持部６を形成する。帯板材の幅は基端部３から交差
部４まではクリップ締付け用リング２の内径よりも狭
く、交差部４から先端までの間にクリップ締付け用リン
グ２の内径よりも広い箇所を設けている。基端部３には
前述した操作ワイヤ２４先端に設けられたピン２６が係
止される長円孔８が設けられ、ピン２６が容易に挿入で
きるようピン径よりも大きな孔７に続いている。長円孔
８はピンが自由に移動できないようピン径よりも僅かに
狭く形成し、密着状態が得られるようにする。更に、長
円孔８にはスリット９が続き、端部に開口している。こ
のスリット９はピンを抜くための通路であり、スリット
幅、スリット長、帯板材の厚さによりピンの抜けやすさ
が異なるため、所望の力で抜けるよう幅、長さを選定す
ればよい。
【００１５】このクリップ1は基端部３側がクリップ締
付け用リン２に挿入され、クリップ１のループ５部でク
リップ締付け用リング２と接する。この接触部をシリコ
ンゴム等の固定剤１０で固定することで、クリップユニ
ットとして一体で扱うことが可能となる。
【００１６】次に、この実施例の作用について説明す
る。まず操作管２２を導入管２１より突出させ、次いで
操作ワイヤ２４を操作管２２より突出させ、操作ワイヤ
２４のフック２５にクリップユニットを取付ける。この
取付け方法は、フック２５に設けたピン２６をクリップ
１の基端部３に設けられた大きな孔７に差し込み、次い
で長円孔８に嵌合させる。このとき、クリップ１の基端
部３は、クリッピング終了後にクリップ締付け用リング
２から突出し危険な状態にならないよう、クリップ締付
け用リング２内に位置しているが、クリップ締付け用リ
ング２内の自由空間は狭く、また基端部３の向きもクリ
ップ先端の向きで判断できるため、内部を視認できなく
ても容易に取付けが可能である。クリップ締付け用リン
グ２を透明樹脂で形成し、内部を可視可能とすることも
好ましい。この場合、クリップ締付け用リング２の締付
け時の変形を抑えるために、クリップ締付け用リング２
の先端部のみを金属製とすることも好適である。
【００１７】操作ワイヤ２４へのクリップユニット取付
けを終えたら、操作ワイヤ２４を操作管２２内に引き込
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み、操作管２２先端の短管３にクリップ締付け用リング
２を嵌入する。嵌入したらそれ以上は操作ワイヤ２４を
引き込まないようにする。次に、操作管２２を導入管２
１内に引き込み、クリップ1を完全に導入管２１内に収
納する。そして、導入管２１ごと内視鏡の鉗子孔（図示
せず）を通じて生体腔内に導入した後、操作ワイヤ２４
へのクリップユニット取付け時と同様に、操作管２２を
導入管２１より突出させ、次いで操作ワイヤ２４を操作
管２２より突出させ、クリッ１1を体腔内に露出させ
る。その後、操作ワイヤ２４を操作管２２内に引き込む
と、クリップ締付け用リング２にクリップ１のループ部
５が引き込まれ、交差部４より先端側が徐々に開いてい
く。
【００１８】クリップ1が最大に開いたら、クリップ１
を結紮部位に押し付ける。この状態で更に操作ワイヤ２
４を操作管２２内に引き込むと離間していた帯板材がク
リップ締付け用リング２内に引き込まれるため、挟持部
６が結紮部位を挟み込んでいく。クリップ１の先端側に
は、クリップ締付け用リング２の内径よりも広い箇所を
設けているため、それ以上はクリップ締付け用リング２
内に引き込まれず、引き抜き強度を最も弱く設けた操作
ワイヤ２４とクリップユニット接続部が外れることにな
る。外れる機構は、操作ワイヤ２４のピン２６がクリッ
プ基端のスリット９を拡開するためである。クリップ締
付け用リング２はクリップ１のループ部５等を押さえつ
けているため、クリップ１から抜けず、クリップ１と共
に体内に留置される。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、クリップ取付け時に容
易に取付けが可能で、尚且つクリップと操作ワイヤとの
切り離しが容易で、切り離しの際の変形を抑えたため、
操作者、患者にとって安全なクリップ操作が可能になる
といった効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は本発明の実施例を示すクリップユニッ
トの側断面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ‘線に沿う断面
図である。
【図２】本発明のクリップユニットを装着するためのク
リップ装置本体の先端側断面図である。
【図３】（ａ）は従来のクリップ装置におけるクリップ
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ユニットとクリップ装置本体の取付け方法を示す斜視
図、（ｂ）は（ａ）のクリップユニット取付け後の先端
側断面図、（ｃ）は（ｂ）の連結部材を示す上面図であ
る。
【符号の説明】
１            クリップ
２            クリップ締付け用リング
３            基端部
４            交差部
５            ループ部
６            挟持部
７            大きな孔
８            長円孔
９            スリット
１０            固定剤
２１            導入管
２２            操作管
２３            短管
２４            操作ワイヤ
２５            フック
２６            ピン
５０            クリップ装置本体
５１            クリップユニット
５２            クリップ
５３            連結部材
５４            クリップ締付け用リング
６０            基端部
６１ａ，６１ｂ  腕部
６２ａ，６２ｂ  挟持部
６３            鉤
７０            導入管
７１            コイルシース
７２            連結用リング
７３            操作ワイヤ
７４            フック
７５            ピン
７６            係合孔
７６ａ          長孔
７６ｂ          大径孔

【図２】



(5) 特開２００３－１２６０９９
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